
介

第
二
十
紙
巻
箏
噌
號

＝
八

紹

介

三
世
社
禽
の
研
究

申
　
柑
吉
治
薔

　
近
世
初
期
農
政
史
研
究
に
…
粘
し
て
、
先
に
一
門
百
を
…
蒋
は
さ
れ
た
著
者
は
中

慢ド

ｩ
ら
近
洗
骸
へ
の
戯
地
築
蝋
酬
に
研
究
の
山
・
心
を
お
い
て
そ
の
画
肌
倫
姑
軍
陣
巾
入
の
方

面
を
…
開
拓
し
て
ゆ
か
れ
る
中
に
、
中
世
後
期
に
覗
野
を
嬢
げ
、
各
種
の
農
政

史
方
画
の
論
著
を
公
に
さ
れ
た
Q
芳
書
は
そ
の
諸
酔
扁
を
孜
輯
さ
れ
た
も
の
で

　
第
一
、
中
世
の
糺
會
問
題

　
第
二
、
中
栂
農
民
の
反
抗

　
第
三
、
田
地
に
紳
木
を
立
て
る
こ
と

　
第
四
、
水
　
の
　
分
配

　
第
五
、
地
水
　
分
　
醜

　
第
山
月
、
　
中
世
農
幽
未
設
酷
…
脚
の
一
姻
悶

　
第
七
、
近
世
初
期
に
於
け
る
…
勧
農
に
就
い
て

　
第
八
、
安
土
桃
山
時
代
と
徳
政

　
第
九
、
初
期
加
…
賀
藩
の
田
租
に
就
い
て

の
九
篇
よ
り
成
り
立
つ
が
、
何
れ
も
一
度
何
等
か
の
形
式
で
獲
表
さ
れ
た
も

の
を
多
少
修
補
し
て
牧
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
一
々
の
内
容
に
就
い
て

．
紹
介
す
る
轟
を
叢
し
擦
へ
る
が
、
就
中
簗
諺
「
田
地
に
瀞
米
を
立
て
る
こ

と
」
、
及
び
第
四
の
「
水
の
分
醗
臨
は
吾
人
の
興
味
を
も
つ
て
讃
ん
だ
竜
の
で

あ
O
、
農
政
史
研
究
が
こ
の
方
瀬
に
ま
で
踊
れ
て
行
っ
た
事
を
喜
ん
だ
記
憶

を
新
た
に
す
る
。
毘
に
、
水
の
問
題
、
鮎
札
の
問
題
の
如
き
、
・
案
外
重
要
な

命
題
が
農
業
史
の
方
面
に
取
り
幾
さ
れ
て
堪
っ
た
も
の
で
、
更
に
井
ノ
ロ
の

…
開
題
、
溝
…
の
…
問
拠
一
、
…
腿
の
修
M
築
、
轟
州
衆
…
の
…
搬
防
の
癩
川
き
ん
ノ
後
〃
探
り
上
げ
ら
れ

る
べ
き
開
題
で
あ
ら
う
Q

　
た
球
本
書
の
書
名
が
内
容
と
些
か
く
隔
致
し
な
い
趣
が
あ
る
が
、
併
し
著
藩

は
そ
の
勲
に
就
い
て
は
、
第
一
の
「
寧
世
の
批
會
悶
題
」
の
項
に
於
い
て
、
著

者
の
言
は
ん
と
す
る
巾
世
糺
會
を
蝿
定
し
て
遷
る
駈
が
あ
る
か
ら
、
深
く
勉

め
る
に
は
足
ら
な
い
か
と
も
忽
ふ
。
次
の
時
代
の
我
國
史
鼻
を
引
受
け
る
入

で
あ
ら
う
著
渚
の
精
進
を
期
待
し
て
己
ま
ぬ
一
入
と
し
て
、
こ
の
紹
介
の
…
冨

葉
を
喜
ん
で
執
筆
し
た
。
（
河
出
警
房
費
行
、
宛
綴
四
、
五
〇
）
　
〔
中
村
直
勝
）

北
方
文
化
研
究
報
苦

北
海
道
帯
國
大
學
北
方
文
化
研
究
室
編

　
エ
レ
ム
馳
蝋
か
ひ
W
き
わ
た
る
新
蓮
の
北
渡
追
に
は
今
2
な
ほ
ア
イ
ヌ
が
士
醜
い

生
活
を
保
持
し
つ
曳
生
き
な
が
ら
へ
て
み
る
。
、
而
も
次
第
に
浴
減
へ
の
道
を

た
ど
り
つ
」
あ
る
現
朕
に
於
い
て
、
我
が
膿
質
入
類
墨
徒
、
民
族
撃
者
の
聞

に
彼
等
の
研
究
の
必
要
が
商
唱
さ
れ
る
に
隠
っ
た
こ
と
は
轟
然
の
事
で
あ

る
。
昭
和
十
二
年
北
海
道
帝
國
大
摩
に
北
方
文
化
研
究
窪
が
附
設
さ
れ
て
、
こ

覧
に
研
究
翻
舞
楽
が
縛
楢
創
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
中
で
最
も
注
識
献
せ
ら
る

べ
き
も
の
玉
一
つ
と
し
よ
う
。
而
し
て
今
総
長
の
獲
刊
の
榊
に
於
け
る
〃
我

が
大
々
に
於
て
も
、
詫
ハ
の
木
型
の
使
命
た
る
肖
諸
芸
縢
の
研
究
に
茄
ふ
る
に
、

（l18）


